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特集●放射線と向き合う
放射線と正しく向き合うために─公衆衛生従事者に必要な基礎知識 (独)放射線医学総合研究所理事 明石 真言

放射線の健康影響─世界各国の疫学調査等を踏まえた最新知見 国立保健医療科学院生活環境研究部 山口 一郎

放射線の環境影響─国際的な研究動向と最新知見 (独)放射線医学総合研究所放射線防護研究センター長 酒井 一夫

原子力・放射線災害の危機管理と保健所活動 愛媛県松山保健所所長 竹之内直人

環境放射能モニタリングと環境放射能研究の重要性 上智大学理工学部物質生命理工学科客員教授 廣瀬 勝己

農産物生産環境の放射性物質モニタリング (独)農業環境技術研究所土壤環境研究領域 木方 展治

食品安全と放射性物質─リスクの考え方 内閣府食品安全委員会委員長 小泉 直子

食品中の天然放射線核種の実態と公衆衛生上の課題
帝京平成大学健康メディカル学部栄養学科教授 杉山 英男，他

食品への放射線照射の動向と今後の展望 中国学園大学現代生活学部学部長 多田 幹郎

●視点

これからの予防接種のあり方を考える 日本子ども家庭総合研究所名誉所長 平山 宗宏

●特別寄稿

福島原発事故による放射線被ばく影響に関する学術的な論点について
北海道大学環境健康科学研究教育センター長 岸(金堂) 玲子
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もう15 年ほど前になりますが，睡眠に関係した悩みを抱
える人が約 5 人に 1 人という調査結果が報告された頃は，
今ほど不眠という概念が一般的ではなかったため，当時は
あまり気に留めなかった方も多いかと思います．

しかしながら，今や周りを見渡せば，睡眠剤を処方して
もらっている人が何人もいるような時代となりました．睡眠に
関する悩みは人には打ち明けにくいため，潜在的な睡眠障
害はもっと多いと考えられます．

かくいう私も幼少期から寝言に悩まされていましたが，三
十路を過ぎても一向に消失する気配はなく，そのあまりの滑
舌の良さに「実は起きているのではないか？」と疑われる始
末．寝ても休まらないとはこのことです．

それはさておき，未曾有の大震災により待ったなしの課

題が山積するわが国において，過日，民主党の新代表に
選ばれた野田佳彦元財務相が，第 95 代首相に選出され
ました．
某新聞紙上で，細川元首相が野田氏のことを「パッと
派手なことを言って花火を打ち上げるタイプではない」，「深
沈重厚」と評していましたが，日本の復興が着実に進むこ
とを祈るばかりです．

公衆衛生分野においても，派手な花火をパッと上手に打
ち上げるだけでなく，地味な線香花火を長く灯し続ける技も
必要です．健康への地道な取り組みが実を結び，復興に
向けて長い道のりの只中におられる被災地の皆様に，安
心して眠れる日が 1日も早く訪れますよう心から願っておりま
す． (品川靖子)
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